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昭
和
の
森
ゴ
ル
フ
場
で
は
、

プ
レ
イ
ヤ
ー
が
村
道
永
井
中
野

線
を
横
断
す
る
際
に
車
に
よ
り

移
送
し
て
い
ま
し
た
が
、
利
便

性
と
長
期
的
な
人
件
費
等
を
考

慮
し
て
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト

を
設
置
し
ま
し
た
。
指
定
管
理

者
の
グ
リ
ー
ン
ス
コ
ー
レ（
株
）

が
設
置
し
た
も
の
を
村
が
財
産

取
得
す
る
た
め
、
議
会
の
議
決

を
求
め
た
も
の
で
す
。

（
全
員
賛
成
）

条
　
例

昭
和
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

７
月
１
日
か
ら
の
、
た
ば
こ

税
引
き
上
げ
に
伴
う
改
正
。

（
全
員
賛
成
）

報
　
告

土
地
開
発
公
社
財
政
状
況
報
告

平
成
14
年
度
か
ら
事
業
が
休

止
と
な
っ
て
い
る
が
現
在
も
財

産
管
理
及
び
事
務
を
行
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
財
政
状
況
報
告
が

あ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

（
承
認
）

そ
の
他

群
馬
県
市
町
村
会
館
管
理
組
合

の
規
約
変
更

市
町
村
合
併
に
伴
う
組
合
規

約
の
変
更
。

（
全
員
賛
成
）

補
正
予
算

一
般
会
計
（
第
１
号
）

２，

５
６
０
万
円
追
加

総
　
　
額

35
億
８
６
０
万
円

〈
補
正
の
主
な
内
容
〉

・
役
場
本
庁
舎
改
修
工
事
及
び

ア
ス
ベ
ス
ト
撤
去
・
補
修
工

事
・
昭
和
の
森
ゴ
ル
フ
場
道
路
横

断
用
通
路
（
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル

バ
ー
ト
）
の
購
入
費

・
貝
野
瀬
区
、
赤
城
原
区
自
治

会
へ
の
御
輿
助
成
金

・
利
根
沼
田
ポ
ン
プ
操
法
競
技

会
で
優
勝
し
た
第
７
分
団
、

第
10
分
団
の
県
ポ
ン
プ
操
法

競
技
会
出
場
経
費

〈
主
な
質
疑
〉

昭
和
の
森
の
施
設
利
用

料
２
０
０
万
円
と
公
有
財

産
購
入
費
１，

０
０
０
万
円
に

つ
い
て
補
足
説
明
願
う
。

昭
和
の
森
ゴ
ル
フ
場
道

路
横
断
用
通
路
（
ボ
ッ
ク

ス
カ
ル
バ
ー
ト
）
は
、
指
定
管

理
者
で
あ
る
グ
リ
ー
ン
ス
コ
ー

レ
（
株
）
に
企
業
努
力
に
よ
っ

て
整
備
し
て
い
た
だ
い
た
も
の

で
す
が
、
同
社
が
施
設
内
に
財

産
を
持
た
な
い
こ
と
を
前
提
に

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
村
が
１，

０
０
０
万
円
で
購
入
し
、
施
設

使
用
料
と
し
て
同
社
に
５
年
間
、

毎
年
２
０
０
万
円
ず
つ
納
め
て

も
ら
う
も
の
で
す
。

役
場
玄
関
補
修
工
事
に

お
け
る
役
場
利
用
者
へ
の

配
慮
と
ア
ス
ベ
ス
ト
工
事
の
詳

細
は
。

玄
関
に
つ
い
て
は
雨
漏

り
の
工
事
で
あ
る
。
庁
舎

屋
上
の
防
水
シ
ー
ト
の
老
朽
化

に
よ
る
雨
漏
り
の
補
修
工
事
と
、

議
長
室
及
び
議
会
事
務
局
室
が

ア
ス
ベ
ス
ト
の
含
有
・
飛
散
率

が
高
い
こ
と
か
ら
撤
去
す
る
た

め
の
工
事
を
行
う
も
の
。

（
全
員
賛
成
）

老
人
保
健
事
業
特
別
会
計
（
第

１
号
）

４，

３
２
７
万
７
千
円
追
加

総
　
　
額

８
億
２，

５
８
０
万
７
千
円

平
成
17
年
度
老
人
保
健
事
業

特
別
会
計
の
精
算
に
伴
う
も
の
。

（
全
員
賛
成
）

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

（
第
１
号
）

３
９
４
万
２
千
円
追
加

総
　
　
額

３
億
２，

７
３
５
万
２
千
円

（
全
員
賛
成
）

昭昭
和和
のの
森森
ゴゴ
ルル
フフ
場場
利利
用用
者者
道道
路路
横横
断断
用用
通通

路路
をを
取取
得得

問問答答

問問答答

６月定例会 
　第24回定例会は、６月８日（木）から15日（木）
までの８日間の会期で開催されました。報告１件、
人事案件２件を含む議案８件、議員発議として 
「ずさんな米国産牛肉の輸入に抗議し、ＢＳＥの
万全な対策を求める意見書提出について」が上程
され、すべて原案のとおり承認・可決されました。 
　最終日の一般質問では、２名が登壇し村の姿勢
を問いました。 

補
正
予
算

条
　
例

報
　
告

そ
の
他



昭
和
村
固
定
資
産
評
価
員
に

林
栄
一
氏
（
税
務
課
長
）
を
選

任
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昭
和
村
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

指
定
管
理
者
制
度
へ
の
移
行

に
伴
い
、
６
月
１
日
か
ら
の
利

用
料
・
利
用
時
間
を
別
表
の
と

お
り
と
す
る
。
ま
た
、
開
館
時

間
を
午
前
10
時
〜
午
後
８
時
ま

で
（
土
・
日
・
祝
日
は
午
後
９

時
ま
で
）に
改
正
。（
賛
成
多
数
）

専
決
処
分

昭
和
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、

個
人
住
民
税
、
固
定
資
産
税
、

鈴木昭夫氏
（橡久保北部）

　
第
23
回
臨
時
会
が
４
月
20
日
に
招
集
さ
れ
、
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
利
用
料
改
定
の
議
案
１
件
、
専
決
処
分
事
項

の
承
認
４
件
、
報
告
１
件
が
上
程
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
の

と
お
り
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

　
第
23
回
臨
時
会
が
４
月
20
日
に
招
集
さ
れ
、
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
利
用
料
改
定
の
議
案
１
件
、
専
決
処
分
事
項

の
承
認
４
件
、
報
告
１
件
が
上
程
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
の

と
お
り
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

臨
時
会 

臨
時
会 

専
決
処
分

福福
祉祉
セセ
ンン
タタ
ーー
のの
利利
用用
料料
・・
利利
用用
時時
間間
改改
正正

昭和村総合福祉センター利用料
（入館時刻から４時間以内）

備考利用料摘　　要区分

ただし、４
時間を超え
た場合には、
１時間ごと
に200円を
追加する。

200円

70歳以上の者
障害者手帳の交付を
受けている者
４歳以上小学生以下
の者

村　

内
無　料３歳以下

400円
午前10時か
ら午後６時
までの入館
者

一　般
(中学生以
上70歳未
満)

300円午後６時以
降の入館者

400円
障害者手帳の交付を
受けている者
小学生以下の者

村　

外 500円
午前10時か
ら午後６時
までの入館
者

一　般
(中学生以
上)

400円午後６時以
降の入館者

特
別
土
地
保
有
税
等
に
つ
い
て

関
係
条
項
を
改
正
。
（
承
認
）

昭
和
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

地
方
税
法
の
改
正
に
よ
る
個

人
住
民
税
の
公
的
年
金
控
除
の

見
直
し
及
び
老
齢
者
控
除
の
廃

止
に
伴
い
、
激
変
緩
和
の
措
置

を
講
ず
る
な
ど
。

（
承
認
）

平
成
17
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
８
号
）

１
８
４
万
６
千
円
減
額

総
　
　
額

42
億
６，

９
０
４
万
７
千
円

村
税
、
交
付
金
等
の
確
定
に

伴
い
過
不
足
の
調
整
を
行
っ
た

も
の
。

（
承
認
）

平
成
17
年
度
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

75
万
円
減
額

総
　
　
額

１
億
２，

４
４
７
万
７
千
円

配
水
管
布
設
替
え
工
事
費
の

確
定
に
よ
り
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
金
を
減
額
。

（
承
認
）

報
　
告

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ

い
て子

育
保
育
園
改
築
工
事
補
助

金
及
び
村
道
橡
久
保
線
道
路
改

良
工
事
に
つ
き
繰
越
を
行
う
も

の
。

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

人
　
事

昭
和
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
に
鈴
木
昭
夫
氏
を
再

任

報
　
告

人
　
事

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
関
係
省
庁
に

意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た

今
年
１
月
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
輸
入
さ
れ
た
牛
肉
に
脊
柱
が
混
入
さ

れ
て
い
た
問
題
を
受
け
、
国
民
の
食
の
安
全
を
守
る
た
め
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
へ

の
万
全
な
対
策
を
求
め
る
意
見
書
を
国
へ
提
出
し
ま
し
た
。

議員発議

「ずさんな米国産牛肉の輸入に抗議し、Ｂ
ＳＥの万全な対策を求める」意見書（抄）

米国産牛肉等は、検査体制や特定危険部位の

除去、肉骨粉の飼料への使用などの飼料規制、

生産・流通履歴が不明確であるなど、日本に比

べてＢＳＥ対策は極めて不十分なままとなって

います。

このような中で、輸入再開を拙速に決定した

政府の責任は大変重いものがあります。私たち

は米国産牛肉の拙速な輸入再々開を行わないこ

とや、国民の食の安全を守るためＢＳＥへ

の万全な対策を求めます。

平成18年６月15日

群馬県利根郡昭和村議会

（別表）
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６
月
９
日
に
行
わ
れ
た

総
務
常
任
委
員
会
で
は
、

付
託
さ
れ
た
請
願
・
陳
情

に
つ
い
て
の
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

は
じ
め
に
本
年
３
月
議

６
月
12
日
に
行
わ
れ
た

民
生
文
教
常
任
委
員
会
で

は
、
付
託
さ
れ
た
請
願
・

陳
情
に
つ
い
て
の
審
査
と

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

昭
和
村
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
か

ら
の
地
域
内
防
犯
に
関
す

る
陳
情
に
つ
い
て
は
、
子

供
の
命
が
奪
わ
れ
る
凶
悪

犯
罪
が
全
国
各
地
で
発
生

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
子

供
が
安
全
に
安
心
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
に
、
安
全

パ
ト
ロ
ー
ル
用
マ
グ
ネ
ッ

ト
式
防
犯
ス
テ
ッ
カ
ー
の

購
入
は
必
要
で
あ
る
と
判

断
し
、
全
会
一
致
採
択
と

い
た
し
ま
し
た
。

審
査
終
了
後
、
昭
和
村

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
及
び

子
育
保
育
園
の
現
地
調
査

を
行
い
ま
し
た
。
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
子
ど
も
の
遊

び
場
や
、
足
湯
の

設
置
、
管
内
を
禁

煙
に
し
て
、
館
外

に
喫
煙
場
を
設
け

る
な
ど
、
利
用
者

ニ
ー
ズ
に
配
慮
し

た
新
た
な
対
策
が

講
じ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

子
育
保
育
園
で

６
月
13
日
に
行
わ
れ
た

産
業
建
設
常
任
委
員
会
で

は
、
付
託
さ
れ
た
請
願
・

陳
情
に
つ
い
て
の
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

ず
さ
ん
な
米
国
産
牛
肉

総
務
常
任
委
員
会

民
生
文
教
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

昭和村総合福祉センター内に設置され
た足湯

千年の森スポーツセンター建設地を調査千年の森スポーツセンター建設地を調査千年の森スポーツセンター建設地を調査千年の森スポーツセンター建設地を調査千年の森スポーツセンター建設地を調査千年の森スポーツセンター建設地を調査千年の森スポーツセンター建設地を調査千年の森スポーツセンター建設地を調査千年の森スポーツセンター建設地を調査千年の森スポーツセンター建設地を調査千年の森スポーツセンター建設地を調査千年の森スポーツセンター建設地を調査千年の森スポーツセンター建設地を調査千年の森スポーツセンター建設地を調査千年の森スポーツセンター建設地を調査千年の森スポーツセンター建設地を調査千年の森スポーツセンター建設地を調査

資源ごみ、不燃ごみの保管分別施設資源ごみ、不燃ごみの保管分別施設資源ごみ、不燃ごみの保管分別施設資源ごみ、不燃ごみの保管分別施設資源ごみ、不燃ごみの保管分別施設資源ごみ、不燃ごみの保管分別施設資源ごみ、不燃ごみの保管分別施設資源ごみ、不燃ごみの保管分別施設資源ごみ、不燃ごみの保管分別施設資源ごみ、不燃ごみの保管分別施設資源ごみ、不燃ごみの保管分別施設資源ごみ、不燃ごみの保管分別施設資源ごみ、不燃ごみの保管分別施設資源ごみ、不燃ごみの保管分別施設資源ごみ、不燃ごみの保管分別施設資源ごみ、不燃ごみの保管分別施設資源ごみ、不燃ごみの保管分別施設

常常
任任
委委
員員
会会
構構
成成
をを
検検
討討

次
の
一
般
選
挙
か
ら
議
員
定
数
が
12
人
に
削
減
さ
れ
る
こ
と
か
ら
常

任
委
員
会
構
成
及
び
所
管
事
項
に
つ
い
て
、
各
常
任
委
員
会
で
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。
３
委
員
会
と
も
常
任
委
員
会
の
活
動
は
重
要
で
、

２
委
員
会
構
成
と
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
り
、
所
管
事
項
に
つ
い
て
は
、

今
後
検
討
を
重
ね
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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会
定
例
会
で
継
続
審
査
と

な
っ
て
い
た
路
線
バ
ス
の

運
行
に
つ
い
て
の
要
望
で

は
、
道
路
の
幅
員
も
狭
く

未
舗
装
で
あ
る
現
状
と
国

有
地
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、

増
額
と
な
る
経
費
の
問
題

も
あ
り
、
村
内
す
べ
て
を

く
ま
な
く
運
行
す
る
こ
と

は
難
し
い
状
況
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
住
民
の
方
に
も

理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
全
会
一
致
趣
旨
採
択

と
い
た
し
ま
し
た
。

次
に
最
低
賃
金
の
改
善

を
求
め
る
陳
情
に
つ
い
て

は
、
群
馬
県
の
最
低
賃
金

が
、
全
国
平
均
を
下
ま
わ

り
関
東
地
方
で
も
一
番
安

い
現
状
で
あ
り
、
最
低
賃

金
が
上
が
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
生
活
水
準
の
向
上
も

期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、

全
会
一
致
趣
旨
採
択
と
い

た
し
ま
し
た
。

審
査
終
了
後
、
千
年
の

森
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
サ

ッ
カ
ー
場
の
建
設
状
況
及

び
昭
和
の
森
ふ
れ
あ
い
農

園
の
現
地
調
査
を
行
い
ま

し
た
。

は
、
プ
ー
ル
の
Ｆ
Ｒ
Ｐ（
強

化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）
化
や

園
庭
の
客
土
処
理
を
行
う

な
ど
の
変
更
が
生
じ
た
こ

と
で
工
期
が
延
長
さ
れ
、

７
月
中
の
完
成
を
目
指
し

て
い
る
と
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

の
輸
入
に
抗
議
し
、
Ｂ
Ｓ

Ｅ
の
万
全
な
対
策
を
求
め

る
陳
情
に
つ
い
て
は
、
検

査
体
制
が
整
っ
て
い
な
い

現
状
、
住
民
の
食
の
安
全

を
守
る
必
要
性
か
ら
、
全

会
一
致
採
択
と
い
た
し
ま

し
た
。

次
に
村
道
馬
場
小
坂
ノ

上
線
の
舗
装
整
備
の
陳
情

に
つ
い
て
は
、
地
区
住
民

の
方
が
頻
繁
に
利
用
さ
れ

て
い
る
道
路
で
あ
り
、
全

会
一
致
採
択
と
い
た
し
ま

し
た
。

村
道
永
井
桜
線
道
路
改

良
工
事
の
請
願
に
つ
い
て

は
、
千
年
の
森
に
通
じ
る

道
路
で
あ
り
、
現
在
千
年

の
森
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

の
建
設
も
進
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
交
通
量
の

増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

将
来
の
開
発
計
画
を
踏
ま

え
、
道
路
改
良
は
必
要
で

あ
る
と
判
断
し
、
全
会
一

致
採
択
と
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
現
地
調
査
で
は
、

水
路
に
鉄
板
が
敷
か
れ
た

り
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
は

ず
さ
れ
る
な
ど
無
断
で
占

用
、
使
用
さ
れ
て
い
る
状

況
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

溝
蓋
等
個
人
の
出
入
口
の

付
帯
設
備
に
つ
い
て
は
、

個
人
で
対
応
し
て
い
た
だ

く
こ
と
。
ま
た
、
村
に
占

用
許
可
申
請
す
る
よ
う
指

導
し
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
資
源
ご
み
・

不
燃
ご
み
の
処
理
を
を
委

託
し
て
い
る
（
有
）
昭
和

衛
生
社
に
お
い
て
、
ご
み

の
保
管
状
況
と
分
別
施
設

の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

昭和の森ふれあい農園は１区画50㎡を年間3,000円で
利用できます。

公共物占用許可申請をしてください。

子育保育園舎工事現場を調査子育保育園舎工事現場を調査子育保育園舎工事現場を調査子育保育園舎工事現場を調査子育保育園舎工事現場を調査子育保育園舎工事現場を調査子育保育園舎工事現場を調査子育保育園舎工事現場を調査子育保育園舎工事現場を調査子育保育園舎工事現場を調査子育保育園舎工事現場を調査子育保育園舎工事現場を調査子育保育園舎工事現場を調査子育保育園舎工事現場を調査子育保育園舎工事現場を調査子育保育園舎工事現場を調査子育保育園舎工事現場を調査

工
事
が
無
事
完
了
し
、
子
育
保
育
園
で
は
７
月
24
日
か

ら
新
園
舎
で
の
保
育
が
始
ま
り
ま
し
た
。



高
齢
化
社
会
を
迎
え
、

高
齢
者
の
人
口
比
率
は

現
在
の
20
％
か
ら
、
２
０
１
４

年
に
は
25
％
、
２
０
４
７
年
に

は
35
％
を
超
え
る
と
言
わ
れ
、

多
く
の
中
高
齢
者
に
と
っ
て
、

精
神
的
に
も
肉
体
的
に
も
健
常

で
、「
安
全
に
」「
健
康
で
」「
生

き
が
い
を
も
っ
て
」
自
立
で
き

る
よ
う
な
生
活
環
境
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
昭
和
の
森
周
辺

を
「
シ
ニ
ア
タ
ウ
ン
構
想
」
と

し
て
位
置
付
け
、
ゴ
ル
フ
場
、

ふ
れ
あ
い
農
園
、
千
年
の
森
等

の
活
用
に
よ
り
、
よ
り
多
く
の

方
々
の
村
へ
の
定
住
化
を
図
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

関
屋
工
業
団
地
に
進
出
す
る

企
業
の
従
業
員
や
団
塊
世
代
の

方
々
の
定
住
化
を
図
る
た
め
、

住
環
境
の
整
備
を
進
め
、「
安
心
」

「
快
適
」「
便
利
」
な
昭
和
村
や

自
然
景
観
等
を
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

6

平
成
10
年
３
月
定
例

会
に
お
い
て
、「
国
道
17

号
バ
イ
パ
ス
の
村
誘
致
促
進
期

成
同
盟
の
結
成
と
昭
和
Ｉ
Ｃ
ア

ク
セ
ス
道
路
の
国
道
ま
で
の
延

長
が
村
の
今
後
の
課
題
で
あ
る
。」

と
い
う
質
問
に
対
し
、
当
時
の

村
長
は
「
ア
ク
セ
ス
道
路
の
取

り
付
け
道
路
で
あ
る
県
道
下
久

屋
渋
川
線
の
交
通
渋
滞
緩
和
と

村
の
発
展
の
た
め
に
国
道
17
号

バ
イ
パ
ス
が
で
き
る
こ
と
は
必

要
不
可
欠
で
あ
る
。」
と
答
え
て

い
ま
す
。
昭
和
イ
ン

タ
ー
線
と
国
道
17
号

を
結
ぶ
こ
と
は
歴
史

的
に
も
現
実
化
し
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

全
国
の
ア
ク
セ
ス
道

路
は
多
く
が
国
道
と

直
結
さ
れ
て
お
り
、

歩
道
も
含
め
安
全
対

策
が
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
関
屋
工
業
団
地

の
企
業
進
出
が
決
ま

り
今
後
ま
す
ま
す
交

通
量
が
増
え
る
森
下

赤
城
原
線
は
、
小
学

生
の
重
要
な
通
学
路

で
す
。
幅
員
３
・
６
メ
ー
ト
ル

と
い
う
狭
い
道
路
で
危
険
で
す
。

一
日
も
早
い
改
善
が
望
ま
れ
る

が
。現

在
の
状
況
を
十
分
に
把
握

し
た
上
で
、
問
題
解
決
の
た
め

に
も
実
態
を
県
に
要
望
し
、
必

要
で
あ
れ
ば
県
の
道
路
整
備
計

画
の
中
に
位
置
づ
け
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
を
し
、
働
き
か

け
て
い
く
所
存
で
す
。

農
業
観
光
協
会
、
商

工
会
等
に
ス
ポ
ン
サ
ー

を
お
願
い
し
、
望
郷
ラ
イ
ン
、

農
免
道
路
の
各
交
差
点
に
、
地

区
、
名
所
、
観
光
農
園
、
事
業

所
な
ど
を
示
す
案
内
看
板
を
設

置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
村
を
訪

れ
る
人
々
に
優
し
さ
を
感
じ
て

も
ら
え
る
と
思
い
ま
す
。
自
主

自
立
の
農
業
の
村
で
あ
る
と
す

れ
ば
、「
村
民
の
顔
が
見
え
る
施

策
」
が
重
要
と
思
う
が
。

案
内
看
板
に
つ
い
て
は
、
観

光
案
内
、
住
民
の
福
祉
、
防
災

も
含
め
全
庁
的
に
取
り
組
み
な

が
ら
、「
赤
城
高
原
や
さ
い
王
国
」

と
い
っ
た
昭
和
の
ブ
ラ
ン
ド
を

ア
ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う
、
村
民

や
来
村
者
に
役
立
つ
効
果
的
な

案
内
看
板
を
計
画
的
に
設
置
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
イ
ン
タ
ー
線
と
国
道
の
直
結
を

橋幸一郎 議員

問問

答
村
　
長

問問

答
村
　
長

問問

答
村
　
長

景
観
に
配
慮
し
た
案
内
看
板
の
設
置
を

シ
ニ
ア
タ
ウ
ン
構
想
に
つ
い
て

昭和ＩＣアクセス道路（昭和インター線）



愛
国
心
評
価
通
信
表

の
改
善
と
、
全
国
一
斉

学
力
テ
ス
ト
を
実
施
し
な
い
よ

う
求
め
る
。

世
界
に
誇
れ
る
教
育
基
本
法

は
全
く
改
定
す
る
必
要
は
な
い

と
考
え
、
見
解
を
問
う
。

愛
国
心
通
知
表
の
３
段
階
評

価
は
適
当
で
な
く
使
用
し
て
い

7
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赤
谷
住
民
セ
ン
タ
ー

が
32
万
円
に
も
な
る
一

方
、
７
区
は
村
有
地
で
非
課
税
、

３
区
は
法
人
認
可
で
全
額
免
除

と
は
、
公
平
・
公
正
な
対
応
が

欠
如
し
て
い
る
。
公
共
的
な
施

設
は
非
課
税
と
す
べ
き
で
は
。

公
共
的
な
建
物
は
課
税
し
て

い
ま
せ
ん
。
土
地
の
一
律
非
課

税
は
所
有
者
が
異
な
り
難
し
い
。

現
状
を
充
分
に
把
握
し
、
公
益

の
た
め
に
専
用
す
る
住
民
セ
ン

タ
ー
用
地
の
減
免
は
検
討
し
ま
す
。

高
年
齢
者
等
の
雇
用

安
定
法
の
趣
旨
か
ら
、

村
に
は
援
助
、
育
成
す
る
責
務

が
あ
る
。
年
々
村
発
注
の
仕
事

を
カ
ッ
ト
す
る
の
で
は
な
く
増

や
し
、
企
業
な
ど
に
も
働
き
か

け
て
仕
事
を
確
保
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

会
員
は
設
立
時
46
名
、
現
在

23
名
。
17
年
度
村
発
注
の
作
業

従
事
率
は
約
47
・
５
％
で
す
。

今
後
、
団
塊
世
代
が
定
年
期

を
迎
え
元
気
な
高
齢
者
が
増
加

す
る
の
で
、
引
き
続
き
支
援
し

ま
す
。

答
村
　
長

問問問問

答
教
育
長

林　　幸司 議員

固
定
資
産
税
減
免
を

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
育
成
を

公
費
拠
出
で
20
カ
月
分
）
に
も

な
る
。
職
員
と
同
じ
（
年
１
カ

月
）へ
減
額
を
求
め
ま
す
。

総
理
も
退
職
金
は
多

す
ぎ
る
と
発
言
。
知
事

は
４
年
間
で
５
１
０
０
万
円
、

村
長
は
１
２
２
７
万
円
（
全
額

村
長
の
退
職
金
減
額
を

答
村
　
長

給
料
は
一
定
減
額
を
し
た
。

地
域
や
村
の
た
め
最
大
限
の
努

力
を
し
て
き
た
結
果
の
手
当
で

あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
一
生
懸
命

頑
張
り
ま
す
。
高
い
安
い
と
聞

か
れ
残
念
で
す
。

消
防
団
第
７
分
団
の

詰
所
建
設
予
定
地
は
、

東
小
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
関
係

者
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い
る
た

め
、
旧
第
一
保
育
園
舎
の
活
用

を
含
め
、
関
係
者
の
納
得
と
合

意
が
得
ら
れ
る
位
置
に
建
設
を

求
め
ま
す
。

旧
第
一
保
育
園
舎
の
活
用
は

検
討
中
で
す
。
詰
所
は
消
防
委

員
会
、
地
元
分
団
等
に
は
か
り
、

旧
第
一
保
育
園
に
隣
接
す
る
村

有
地
に
建
設
す
る
計
画
で
す
が
、

関
係
者
に
周
知
を
図
り
工
事
に

入
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答
村
　
長

問問

問問

答
村
　
長

ま
せ
ん
。

全
国
一
斉
の
問
題
点
は
、
学

校
間
の
比
較
や
結
果
の
公
表
で

す
。
本
村
は
、
県
下
一
斉
テ
ス

ト
で
県
平
均
を
や
や
上
ま
わ
り

ま
し
た
が
、
全
国
的
に
は
ど
の

程
度
な
の
か
知
り
た
く
な
る
。

現
行
教
基
法
は
大
変
優
れ
て

い
ま
す
が
、
現
行
指
導
要
領
で

指
導
し
て
い
る
こ
と
を
法
で
明

確
化
す
る
こ
と
は
必
要
と
理
解

し
て
い
ま
す
。

第
７
分
団
詰
所
改
築
位
置
は

問問
憲
法
・
教
育
基
本
法
に
基
づ
く
教

育
行
政
を



[DATE　　　.　　　　.　　　]
.　　.　　.　　.　　.　　.　　.　　.　　.　　.　　.　　.　　.　　.　　.　　.　　.　　.　

　.　　.　　.　　.

昭和村総合開発対策特別委員会 ６月15日開催 

特別委員会から 

昭和村総合福祉センター利用料金等の改定について ４月20日開催 
　福祉センター（昭和の湯）については、４月１日から昭和村社会
福祉協議会を指定管理者として指定しました。 
　料金改定について福祉センター運営委員会で協議した経過報告
があり、村内70歳以上の方などの料金を100円から300円にした
いとの提案がありましたが、協議の中で300円とするのは高すぎ
るとの意見が大勢を占め、200円にして、６月１日から実施する
ことで意見がまとまりました。 
  また、平日の開館時間を午後８時までとすることについては、
不都合が生じた場合には再検討することになりました。 

路線バスの運行委託について 

　路線バスの運行については、利用者の減少などにより運行費の村の持ち出しが増えている状況から、経費
削減のため、関越交通（株）と大新東（株）の２社から提案された見直し案について協議いたしました。 
　村内統一料金にすべき、バスの買い替えによる購入費の問題、直営バスの運行、コストより安心安全が大
切など、いろいろな意見がだされましたが、結果として、関越交通（株）に引き続き委託することに全員賛
成で決まりました。また、利用する時間帯などのアンケート調査を実施するとの報告がありました。 

全員協議会から 

・千年の森スポーツセンターサッカー場に
ついて 
　第１期工事で建設が進められている、ク
ラブハウス、宿泊棟などの工事概要の説明
を受けました。 
・しょうわＯＲＣサーキット場（仮称）の
建設計画について 
　４月18日地権者総会が開催され、27名が
出席したとの報告がありました。その後、６
月21日付けで小倉クラッチ株式会社から、
サーキット場構想断念が正式文書で報告さ
れました。 
・昭和関屋工業団地進出企業について 
　昭和インターチェンジに近い方から、味
の素ファインテクノ株式会社（５万㎡）、藤森工業株式会社（６万６千㎡）、佐藤運送株式会社（１万９千
㎡）という配置で企業進出が決まったとの報告がありました。 
　また、藤森工業沼田営業所長に、会社の概要と新工場について説明をお願いしました。関屋工業団地の新
工場では偏光板保護フィルムや電子回路用半導体層間絶縁フィルムが製造され、環境に配慮した施設が整備
されます。来春稼動予定で、140人規模の新規雇用が予定されています。 

６月８日開催 

建設が進む昭和関屋工業団地建設が進む昭和関屋工業団地 建設が進む昭和関屋工業団地 
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[DATE　　　.　　　　.　　　]
.　　.　　.　　.　　.　　.　　.　　.　　.　　.　　.　　.　　.　　.　　.　　.　　.　　.　

　.　　.　　.　　.

　産業建設常任委員会による春の道路愛護巡視が行われ、村内各地区の道
路状況や村道永井中野線（中野地区）及び森下松原地区のＵ字溝が土砂で
埋まっている箇所などの現地調査を行いました。 
　その後の意見交換では、Ｕ字溝が土砂で埋まっている箇所の調査と砂上
げの経費について詳しく試算し、今後検討していくことになりました。 

敬老会 

　第33回敬老会が昭和村公民館において開催され、議員も全員出席して、ダイヤモンド婚、金婚、傘寿を
迎えられた皆さんの長寿をお祝いさせていただきました。これからも健康に気を付けてご活躍いただきたい
と思います。 

ホワイトマウンテン中学校の生徒たちと夕食会を開催 

　昨年５月、議会がアメリカ・イーグルポイント市を表敬訪問した際に
交流のあったホワイトマウンテン中学校のこんにちはクラブの生徒たち
が来村。昭和の森山荘に招待して夕食会を開催しました。ことばは通じ
なくとも気持ちは通じたのか、生徒たちの顔からは笑顔がこぼれ、楽し
いひとときを過ごすことができました。 
　イーグルポイント市とは、昨年から国際姉妹都市になっています。 

シンポジウム「地域文化をまもり、地域で生きる」 ６月25日開催 

５月12日開催 

５月22日開催 

６月22日開催 

　ＮＰＯ法人主催によるシンポジウムが、約60人が参加して昭和の
森山荘で開催されました。議員も参加して、本村に残る文化、地域
経済を見つめ直す機会といたしました。本村には大規模な養蚕民家
が数多く残っており、集落や伝統的な景観にも富んでいることから
保存していくべきであるという意見や、心をいやすことはできるが
生活実態を考えると保存は難しいなどの意見がありました。 

道路愛護巡視 

その他のうごき 

議会運営委員会　川場村議会を視察 

澤浦議長が利根郡町村議会議長会長に就任 

６月２日開催 

　次の一般選挙から議員定数が４人減の12人になることから、当委
員会は、議員定数が現在12人で３委員会構成である川場村議会を視
察し、現状把握をするため、委員会構成及び所管事項について意見
交換を行いました。今後、検討していく上で参考になりました。 
　他町村の状況を見ましても議員定数12人から14人では、ほとん
どが２委員会という状況であります。 
　また、６月議会定例会の各常任委員会の中で、委員会構成等検討
することになりました。 

　５月15日、澤浦誉由議長が利根郡町村議会議長会長に就任しました。 
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題
研
究
会
を
立
ち
上
げ
、
合
併

し
た
場
合
と
合
併
せ
ず
に
町
を

存
続
さ
せ
た
場
合
の
そ
れ
ぞ
れ

に
つ
い
て
研
究
・
検
討
さ
れ
た

そ
う
で
す
。
そ
う
し
た
中
で
、

議
会
、
行
政
、
住
民
と
話
し
合

い
、
２
町
で
の
合
併
が
合
意
さ

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
調
整

で
、
合
併
し
な
い
町
づ
く
り
を

選
択
し
ま
し
た
。
国
の
三
位
一

体
改
革
ス
タ
ー
ト
で
地
方
財
政

は
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
す
中

で
、
無
料
で
貸
し
出
し
て
い
る

公
共
施
設
を
有
料
化
す
る
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
見
直
し
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、

若
者
の
就
業
の
場
の
確
保
と
し

て
、
企
業
誘
致
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
の
こ
と
で
す
。
北

海
道
で
は
高
速
道
路
の
整
備
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
新
得
町
に

お
い
て
も
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

の
誘
致
を
進
め
て
い
る
が
規
制

が
多
く
難
し
い
状
態
で
あ
る
と

の
こ
と
で
す
。
研
修
で
学
ん
だ

こ
と
を
活
か
し
て
、
明
る
く
住

み
良
い
村
づ
く
り
に
努
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

総
務
常
任
委
委
員
会

新
得
町
は
合
併
し
な
い
で
自

主
自
立
の
町
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
昨
秋
、
本
村
議
会

に
視
察
に
訪
れ
て
い
ま
す
。

明
治
32
年
に
山
形
県
等
か
ら

の
集
団
入
植
で
開
拓
し
て
で
き

た
町
で
、
北
海
道
の
ど
真
ん
中

に
位
置
し
、
東
大
雪
の
山
々
と

日
高
山
脈
に
抱
か
れ
た
自
然
あ

ふ
れ
る
町
で
あ
り
、
そ
の
自
然

を
活
か
し
て
、
合
併
し
な
い
元

気
な
町
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
面
積
は
東
京
都
の
約

２
分
の
１
、
人
口
は
昭
和
村
よ

り
や
や
少
な
い
。

そ
ん
な
広
い
町
で

集
い
合
い
、
支
え

合
い
、
育
て
合
う

自
然
豊
か
な
町
づ

く
り
を
テ
ー
マ
と

し
て
、
町
民
が
主

役
の
町
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
経
緯
に

は
、
市
町
村
合
併

の
話
が
国
や
県
か

ら
出
さ
れ
た
時
、

い
ち
早
く
職
員
に

よ
る
庁
内
行
政
課

議会視察研修報告  

石狩湾 

陸奥湾

石狩川 

鵡川 
沙流川 

釧路川 

常呂川 

湧別川 

利別川 

空知川 

雨竜川 

網走川 

渚滑川 

留萌川 

阿寒川 

屈斜路湖 

阿寒湖 摩周湖 

網走湖 

サロマ湖 

クッチャロ湖 

オホーツク海 

太平洋 

能取湖 

風連湖 

厚岸湖 

支笏湖 

洞爺湖 

天塩川 

十勝川 

札幌 

択捉島 

国後島 

礼文島 

利尻島 

焼尻島 

天売島 

色丹島 

志発島 

歯舞諸島 雄阿寒岳 
雌阿寒岳 

十勝岳 

夕張岳 

芦別岳 

石狩岳 

トムラウシ山 

（旭岳） 
大雪山 

天塩岳 

幌尻岳 

羅臼岳 

斜里岳 

爺爺岳 

蹄山 

恵庭岳 

岳 

利尻山 

宗谷岬 

野寒布岬 

知床岬 

襟裳岬 

大間崎 

雄冬岬 

恵山岬 

尻屋崎 

知床半島 

亀田半島 

下北半島 

根室半島 

納沙布岬 

野付崎 

暑寒別岳 

ピヤシリ山 

旭川 

留萌 

知安 

室蘭 

函館 

網走 

稚内 

浦河 

釧路 

根室 

岩見沢 

帯広 

議会視察研修報告  
　６月28日から30日までの３日間、３常任委員会合同の視

察研修を北海道上川郡新得町及び斜里郡清里町において行い

ました。 

清里町 

新得町 

新得町 

清里町 

　北海道のまん中（重心）に位置し、美しく雄々 
しい東大雪の山々と日高山脈に抱かれた豊かな自 
然があふれる。 
 
人　　口　約7,200人 面　　積　1,063.79椙 
農家戸数　124戸 耕地面積　4,723㌶ 
農業生産高　90億円 （平成17年度） 

　北海道東部、知床半島のつけ根に位置し、ヨー 
ロッパの農村景観を思わせるような広大な畑地が 
美しく広がる。 
 
人口　約4,900人 面積　402.73椙 
農家戸数　243戸 耕地面積　9,228㌶ 
農業生産高　90億円 （平成17年度） 

自自
主主
自自
立立
にに
向向
けけ
たた
取取
りり
組組
みみ
にに
つつ
いい
てて
視視
察察
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に
つ
い
て
は
今
ま
で
運
営
委
託

し
て
い
た
町
内
業
者
を
平
成
18

年
度
か
ら
指
定
管
理
者
と
し
て

指
定
し
、「
緑
の
湯
」は
町
が
直

営
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

地
域
の
要
望
で
建
設
さ
れ
た
こ

れ
ら
の
施
設
も
、
人
口
の
減
少

に
伴
い
、
利
用
者
の
減
と
施
設

の
改
修
費
用
の
増
加
に
よ
り
運

営
が
厳
し
い
状
況
で
あ

る
と
の
こ
と
で
す
。

清
里
町
で
は
、
学
校

給
食
の
調
理
と
配
送
も

民
間
委
託
し
て
い
ま
し

た
。平

成
18
年
度
一
般
会

計
予
算
41
億
の
う
ち
、

町
税
３
億
８
千
万
円
に

対
し
、
地
方
交
付
税
21

億
８
千
万
円
と
い
う
町

に
は
、
焼
酎
工
場
、
高

等
学
校
、
小
中
学
校
、

勤
労
者
セ
ン
タ
ー
等
立

派
な
建
物
が
整
備
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
10
年
後
、

清
里
町
は
、「
一
戸
当
た
り
の

耕
作
面
積
38
㌶
と
一
頭
当
た
り

搾
乳
量
９，

７
５
０
㎏
」
が
日

本
一
の
町
で
、「
日
本
農
村
景
観

百
選
」
に
選
ば
れ
た
花
と
緑
が

と
て
も
素
晴
ら
し
い
所
で
す
。

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て
、
温
泉
施
設
の

「
緑
清
荘
」と「
パ
パ
ス
ラ
ン
ド
」

清
里
町
で
は
、
大
規
模
農
家

の
今
後
の
課
題
と
問
題
点
に
つ

い
て
圃
場
視
察
を
行
い
話
し
合

い
が
さ
れ
ま
し
た
。
１
戸
あ
た

り
の
耕
地
面
積
は
38
㌶
に
達
し
、

９
割
の
農
家
が
畑
作
、
１
割
が

酪
農
で
あ
り
、
基
幹
作
物
は
小

麦
・
て
ん
菜
（
グ
ラ
ニ
ュ
ー
糖

の
原
料
）
・
馬
鈴
し
ょ
（
で
ん

粉
の
原
料
）
が
主
で
、
国
の
補

助
政
策
の
中
で
安
定
収
入
が
得

ら
れ
て
い
る
が
、
今
後
は
補
助

金
の
削
減
が
大
変
心
配
さ
れ
る
。

今
ま
で
観
光
地
へ
の
通
過
点
で

あ
っ
た
同
町
で
は
、
立
ち
寄
っ

て
も
ら
え
る
町
づ
く
り
に
力
を

入
れ
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
や

馬
鈴
し
ょ
焼
酎
工
場
の
設
置
等

観
光
地
と
し
て
の
知
名
度
ア
ッ

プ
を
図
っ
て
い
く
と
の
こ
と
で

あ
る
。

両
町
と
も
大
規
模
農
業
で
あ

り
、
様
々
な
政
策
が
大
き
く
影

響
す
る
。
昭
和
村
に
と
っ
て
も

人
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一

層
の
知
恵
と
努
力
が
不
可
欠
な

時
期
で
あ
る
こ
と
を
学
ん
だ
研

修
で
し
た
。

産
業
建
設
常
任
委
委
員
会

新
得
町
で
は
、
女
性
の
担
い

手
育
成
の
た
め
の
農
業
体
験
実

習
施
設
「
レ
デ
ィ
ー
ス
フ
ァ
ー

ム
ス
ク
ー
ル
」
に
つ
い
て
視
察

を
行
い
ま
し
た
。
将
来
営
農
し

た
い
方
、
農
業
へ
の
関
わ
り
に

夢
を
抱
い
て
い
る
女
性
を
全
国

か
ら
募
集
し
、
町
で
設
置
し
た

宿
泊
施
設
で
生
活
し
な
が
ら
、

長
期
は
１
年
、
短
期
は
６
ヶ
月

間
、
複
数
の
農
家
に
お
い
て
農

業
経
営
や
作
業
法
を
学
ぶ
も
の

で
す
。
今
年
で
11
年
目
、
延
１

２
２
名
が
修
了
し
て
お
り
、
研

修
生
仲
間
の
情
報
交
換
の
場
と

し
て
大
変
役
立
っ
て
い
る
。
今

後
も
多
く
の
方
々
の
入
校
を
願

う
と
と
も
に
、
新
得
町
へ
の
定

住
に
つ
な
が
れ
ば
あ
り
が
た
い

と
の
こ
と
で
し
た
。

内浦湾 

尻別川 

後志利川 

日本海 

津軽海峡 

奥尻島 

羊

狩場山 

駒ヶ岳

神威岬 

茂津多岬 

積丹岬 

龍飛崎 
白神岬 

積丹半島 

渡島半島 

松前半島 

倶知

江差 

50
年
後
の
将
来
を
考
え
た
と
き
、

何
が
本
当
に
必
要
不
可
欠
な
の

か
議
会
人
と
し
て
大
い
に
勉
強

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

民
生
文
教
常
任
委
委
員
会

清里町の温泉施設概要
緑の湯パパスランド緑清荘 施設名
平成10年平成２年昭和55年（平成５年改築） 設置年度

・休憩室
・身障者専用風呂

・食品加工室
・陶芸室
・手工芸室
・休憩室
・室内遊技場
・レストラン 

・宿泊施設８室72名
・休憩室
・会食場
・会議室
・レストラン

 主な施設

33,029人24,449人91,603人利用者数　

年
度

17
7,170千円5,138千円51,264千円収　入
16,510千円28,271千円57,497千円支　出

指指
定定
管管
理理
者者
のの
指指
定定
にに
つつ
いい
てて
視視
察察

大大
規規
模模
農農
業業
をを
視視
察察

清里町にて

新得町のアスパラ畑
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関
越
道
上
り
車
線
、
沼
田
Ｉ
Ｃ
を
過
ぎ

片
品
川
を
渡
っ
た
所
で
携
帯
電
話
が
鳴
っ

た
。
昭
和
関
屋
工
業
団
地
の
情
報
を
知
ら

せ
る
内
容
で
あ
っ
た
。
１
９
９
７
年
12
月

10
日
（
水
）
午
前
11
時
頃
の
事
で
あ
る
。

詳
細
は
割
愛
す
る
が
、
奇
し
く
も
昭
和
村

さ
ん
と
の
御
縁
が
で
き
た
瞬
間
で
あ
る
。

当
時
我
社
で
は
、
新
規
事
業
に
絡
ん
で

工
場
建
設
用
地
を
探
し
て
お
り
、
そ
の
進

出
先
が
決
ま
り
か
け
て
い
た
時
で
あ
る
。

そ
の
候
補
地
は
「
新
潟
県
西
山
町
か
大
和

町
」
の
い
ず
れ
か
で
あ
っ
た
（
そ
の
後
の

自
然
災
害
を
思
え
ば
、
運
命
と
は
計
り
難

い
も
の
で
あ
る
）。
そ
の
後
正
式
に
関
屋
進

出
が
決
ま
り
、
準
備
の
た
め
に
訪
村
し
村

内
を
歩
き
回
っ
た
。

東
京
近
郊
に
、
こ
の
よ
う
に
自
然
に
恵

ま
れ
た
す
ば
ら
し
い
所
が
あ
る
の
か
、
ま

る
で
北
海
道
で
は
な
い
か
と
思
わ
せ
る
大

規
模
農
業
、
谷
川
岳
、
武
尊
山
と
農
免
道

路
か
ら
眺
め
る
風
景
、
そ
れ
こ
そ
北
海
道

そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
ナ
イ
ス
ビ
ュ
ー
で

あ
る
。
工
場
建
設
は
こ
の
自
然
環
境
を
十

分
考
慮
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と

建
設
コ
ン
セ
プ
ト
の
重
要
課
題
の
一
つ
に

掲
げ
た
。
そ
れ
が
、「
赤
城
の
自
然
環
境

と
マ
ッ
チ
し
て
21
世
紀
環
境
保
証
時
代
を

…
」
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

以
来
約
８
年
、
進
出
目
的
の
達
成
と
地

域
へ
の
貢
献
と
を
念
頭
に
努
力
し
続
け
て

い
る
。
た
だ
、
製
造
業
の
厳
し
い
環
境
下

で
、
当
初
の
計
画
ど
お
り
進
行
で
き
て
い

な
い
の
が
残
念
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
間
、

村
を
始
め
地
域
の
方
々
に
多
大
の
応
援
を

頂
戴
し
て
き
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

先
頃
ま
で
平
成
の
大
合
併
が
続
く
中
、
村

が
選
択
し
た
自
主
独
立
へ
の
道
。
前
述
の

村
が
所
有
す
る
諸
財
産
を
有
効
に
活
用
し
、

村
民
が
一
致
協
力
、
努
力
す
れ
ば
経
営
が

成
り
立
つ
と
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
賢
明
な

選
択
と
思
い
ま
す
。
我
々
企
業
も
設
立
の

志
を
果
し
て
こ
そ
、
村
に
貢
献
で
き
る
も

の
で
あ
る
。
幸
い
、
長
年
望
ん
で
い
た
新

規
企
業
進
出
も
決
ま
り
、
近
々
開
業
の
予

定
。
進
出
企
業
同
志
が
協
力
し
村
に
貢
献

で
き
る
日
も
間
近
で
あ
る
。
ま
た
、
関
屋

工
業
団
地
が
地
域
社
会
に
歓
迎
さ
れ
る
団

地
と
し
て
、
さ
ら
に
は
地
域
の
人
々
と
共

有
で
き
る
「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
」
と
し
て
完
成
す
る
よ
う
努
力
す

る
も
の
で
あ
る
。

声 声 
聞きたい、知りたい 

関
屋
工
業
団
地
に 

進
出
し
て 
みん 
なの 
みん 
なの 

キヤノン電子（株）
専務取締役 駒橋正敏さん

村の大きな財産である自然と工業団
地を最も有効に活用することこそ、村
の生き方と思われます。

（農業は言うに及ばず。）
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越
し
に
姿
が
見
え
る
の
は
、
ど
ん
な
優
秀

な
介
護
術
も
及
ば
な
い
く
ら
い
お
年
寄
り

に
力
を
与
え
る
も
の
で
す
。
現
に
、
開
設

後
何
回
か
ジ
ョ
イ
ン
ト
し
た
催
し
物
を
行

い
ま
し
た
が
、
子
供
た
ち
の
姿
を
見
る
と

自
然
と
笑
顔
に
な
り
、
そ
の
う
ち
感
極
ま

っ
て
涙
ぐ
む
入
居
者
も
多
い
の
で
す
。

菜
の
花
館
の
入
居
定
員
は
50
名
で
す
が
、

そ
の
う
ち
十
数
名
の
方
が
昭
和
村
の
方
で

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
介
護
保
険
の
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
特
例
と
し
て
住
所
地
を

施
設
に
移
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
が
、

そ
の
理
由
だ
け
で
な
く
昭
和
村
の
方
が
多

い
の
は
、
こ
の
地
で
望
ま
れ
た
施
設
だ
っ

た
と
考
え
て
い
ま
す
。

菜
の
花
館
で
は
、
地
元
の
方
と
の
親
睦

を
深
め
た
り
、
地
域
と
密
接
に
連
携
す
る

こ
と
を
目
的
に
し
て
「
地
域
交
流
ス
ペ
ー

ス
」
を
設
け
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
歌
や

踊
り
な
ど
の
各
種
催
し
物
や
、
ご
家
族
も

含
め
た
「
ひ
な
ま
つ
り
」「
お
花
見
」
な
ど

の
行
事
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
テ

ィ
ー
タ
イ
ム
に
は
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
で
紅
茶

や
コ
ー
ヒ
ー
を
入
れ
て
入
居
者
の
皆
様
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
さ
ら

に
昭
和
村
特
産
品
の
販
売
を
し
た
り
、
趣

味
の
教
室
な
ど
に
有
効
利
用
し
て
い
た
だ

け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
域
の
中
で

地
元
の
方
と
と
も
に
暮
ら
す
こ
と
が
高
齢

者
の
幸
せ
と
確
信
し
、
昭
和
村
と
今
以
上

に
深
い
つ
な
が
り
が
で
き
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。
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特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
菜
の
花
館
」

が
オ
ー
プ
ン
し
た
の
は
平
成
17
年
８
月
、

緑
濃
い
盛
夏
の
こ
と
で
す
。
菜
の
花
館
に

先
駆
け
て
村
立
第
一
保
育
園
が
１
年
前
に

す
で
に
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
し
た
が
、
同

じ
敷
地
内
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
設
立

と
い
う
願
っ
て
も
な
い
好
条
件
下
で
ス
タ

ー
ト
で
き
た
の
は
何
と
も
う
れ
し
い
こ
と

で
し
た
。
子
供
た
ち
の
声
が
聞
こ
え
、
窓

このページは、村民皆様の声を聞くコーナーです。声をお寄せください。議会事務局（024-5111）まで

特別養護老人ホーム菜の花館
施設長 西松陽子さん

みなさんからの請願・陳情 みなさんからの請願・陳情 
自　平成17年12月１日　至　平成18年６月１日 

審議
結果

付　託
委員会

紹介議員
氏　　名

陳情者の
住所・氏名件　　　　名受　理

年月日
受理
番号

趣旨
採択総　務追分区長　生方一之助要望書　路線バスの運行についてH17.12.１119

趣旨
採択総　務群馬県労働組合会議   

議　長　　吉崎照二見最低賃金の改善を求める陳情H18.５.19123

採択民　文金井　正夫
昭和村立南小学校PTA
会　長　　綿貫　利彦
　　　　　　　外３名

昭和村連合ＰＴＡより地域内防犯に関
する陳情書H18.５.22124

配布
のみ

群馬県医療労働組合連
合会執行委員長
　　　　　阿久澤　隆 

安全・安心の医療と看護の実現のため医
師・看護師等の増員を求める陳情書

H18.５.23
（郵送受付）125

採択産　建
食とみどり、水を守る
群馬県民会議
議　長　　坂本　棟男

「ずさんな米国産牛肉の輸入に抗議し、
ＢＳＥの万全な対策を求める」陳情書H18.５.26126

採択産　建横坂　幸也
林　　幸司

田岸区長　　杉木哲二
　　　　　　　外３名

陳情書　村道番場小坂ノ上線舗装整備の
お願いについてH18.５.30127

採択産　建古澤　　昇松ノ木平第二区長
　塚本　作治 　外１名

請願書　村道永井桜線道路改良工事の
お願いについてH18.６.１128

昭
和
村
と
共
に 
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31日～
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４日 

 

8日～
15日 

22日 

 

25日 

 

28日～
30日 

 

 

 

 

●第一保育園・第二保育園・
　子育保育園入園式 

●昭和中学校入学式 
●東小学校・南小学校・大河
　原小学校入学式 
●大河原学童クラブ開所式 

●議会広報編集特別委員会 

●千年の森スポーツセンター
　起工式・安全祈願祭 
●昭和村在宅重度心身障害者
　デイサービスセンター 
　｢燦｣開所式 

●議会全員協議会 
●第23回昭和村議会臨時会 

●村民ゴルフ大会 

 

 

●春の道路愛護巡視 

●昭和村敬老会  

●全国町村議会議長・副議長
　研修会     

●群馬県民スポーツ祭オープ
　ニング大会 

●議長・議会事務局長研修会 
  

 

 

 

●議会運営委員会 
●川場村議会視察 

●利根沼田消防ポンプ操法競
　技会 

●第24回昭和村議会定例会 
 

●議会広報編集特別委員会 
●国際交流事業に伴う夕食会 

●シンポジウム 
「地域文化をまもり地域で生
　きる」 

●議会視察研修 
（北海道新得町・清里町） 

４月 
５月 

６月 

７
月
５
日
、
南
小
学
校
に
小

寺
弘
之
群
馬
県
知
事
を
迎
え
講

演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
村
内
の
親
子
に
、

知
事
と
し
て
の
「
思
い
」
や
政

治
家
と
し
て
の
「
志
」
を
飾
ら

ず
に
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
知
事
。

子
供
た
ち
の
純
粋
で
ス
ト
レ
ー

ト
な
質
問
に
対
し
て
も
、
う
れ

し
そ
う
に
、
し
か
も
真
剣
に『
う

そ
と
い
じ
め
は
絶
対
駄
目
!!
』

な
ど
と
回
答
し
て
く
れ
た
知
事

が
と
て
も
印
象
的
で
、
親
し
み

を
感
じ
ま
し
た
。

知
事
と
密
度
の
濃
い
時
間
を

過
ご
し
た
子
供
た
ち
も
、
保
護

者
に
と
っ
て
も
大
変
よ
い
経
験

と
な
り
ま
し
た
。
こ
ん
な
貴
重

な
時
間
を
共
有
で
き
た
の
で
す

か
ら
、
私
た
ち
住
民
も
フ
ァ
イ

ト
を
出
し
て
群
馬
県
中
に
「
昭

和
村
は
元
気
だ
！
」
と
い
う
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
も
っ
と
も
っ
と
発

信
し
て
ゆ
き
ま
し
ょ
う
。

昭和村PTA連絡協議会

会長 綿貫　利彦さん

こ
ん
に
ゃ
く
の
生
産
日
本
一
を
誇

る
昭
和
村
も
、
そ
の
植
付
け
が
終
わ

り
、
野
菜
畑
で
は
収
穫
と
植
付
け
と

が
繰
り
返
さ
れ
始
め
ま
し
た
。

長
期
に
わ
た
る
景
気
低
迷
の
中
、

関
屋
工
業
団
地
に
３
社
の
進
出
が
決

ま
っ
た
こ
と
や
、
サ
ッ
カ
ー
場
の
建

設
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
大
変
喜
ば
し

い
こ
と
で
あ
り
、
若
者
が
村
に
残
れ

る
村
づ
く
り
の
方
向
が
見
え
た
気
が

し
ま
す
。

利
根
沼
田
地
域
の
合
併
を
見
る
と
、

メ
リ
ッ
ト
は
あ
ま
り
聞
か
れ
ず
、
デ

メ
リ
ッ
ト
ば
か
り
が
耳
に
入
り
、
１

つ
に
な
る
苦
労
を
痛
感
い
た
し
ま
す
。

昭
和
村
の
こ
と
を
思
い
な
が
ら
、
こ

れ
か
ら
の
広
域
行
政
の
課
題
と
向
き

合
っ
て
い
き
た
い
。
同
じ
生
活
圏
の

中
で
各
地
域
の
役
割
を
明
確
に
し
て
、

和
を
も
っ
て
決
め
て
い
か
ね
ば
な
ら

な
い
と
思
う
の
で
す
。

少
子
高
齢
化
の
進
行
と
地
方
分
権

の
推
進
の
中
、
村
民
の
暮
ら
し
を
守

り
な
が
ら
、
村
民
の
知
恵
と
理
解
を

得
て
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。

石
井
清
司
　
記

編

集

室

編

集

室
か
ら 

編

集

室

編

集

室
か
ら 

編

集

室
か
ら 
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